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鹿児島支部　青少年の活動・育成事業成果報告書

令和　　年　　月　　日

公益財団法人　日本教育公務員弘済会鹿児島支部　支部長　様


１　団体名・活動の概要等
	ふりがな
	

	団 体 名
	

	ふりがな
	

	代表者名
	
※　成果報告書の記載内容について承認しています。代表者がチェックマークを記入　⇒　☐

	担 当 者
職・氏名
	職 名
	
	（ふりがな）
氏 名
	（　　　　　　　　　　　　　　）


	所 属 先
	郵便番号
	

	
	住　所
	

	
	電話番号
	

	
	E-mail
	

	活動の概要

	（※）
活 動 名
	

	
	（※）
活動期間
	令和　　　年　　　月　～　令和　　　年　　　月

	
	概　要（助成金の使途やその成果等を６００字～８００字にまとめてください。）

	
	



















※ 活動名・活動期間については、提出済みの「申請書」と同様の内容で記載してください。
２　会計報告

＜助成金使途明細書＞
	費      目
	金額（税込）
	内訳（品名・税込単価・数量等）

	【記入例】 消耗品費
	6,600円
	ポスターカラー、単価1,320円、５本

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合 計（助成金額と同額）
	円
	




（1） 助成金は、原則として、提出済みの申請書「３ 申請金額及び助成金使用内訳」の記載内容に従って使用してください。使途が変更になる場合、助成金使用前に事前に相談が必要となります。
なお、助成金額に相当する部分のみ報告してください。
（2） 費目の例：教材・教具購入費、講師謝礼費、印刷・製本費、消耗品費、会場借上費、通信運搬費　等
（3） 以下に記載した費用は対象外とします。
ア　汎用性のある機器等の購入費（パソコン、デジタルカメラ、プロジェクタ等）
イ　学校の一般管理費（例　環境整備費、公共料金の支払い、懇親会等の飲食費）
ウ　スタッフの人件費、旅費、大会参加費、飲食費、助成団体内部へ還流する謝金・会場費等
エ　その他研究に直接関係がない講習会費、物品購入費等
※　助成後、対象外に費用を使用した場合や、提出書類（申請書や助成後に提出する成果報告書等）に不備・不正等があった場合は、返金していただくことがあります。
（4） 成果報告書は、領収書（コピー可）を添付の上、令和９年２月１９日（金）までに提出してください。
なお、領収書（コピー可）は、別紙（Ａ４判用紙等）に貼付してください。【提出期限厳守】
（5） 「成果報告書」様式は、鹿児島支部ホームページからダウンロードできます。
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